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かつて、こんなことがありました。ある「男らしさにとらわれた」

男子は、クラスメイトだけでなく、教師に対してもマウンティング

し、序列をつけ、自分より弱そうな女性の先生を「お前」呼ばわ

りしてバカにしたり、「ぶつかりおじさん」のように体をぶつけた

り、お尻や胸をさわったり、暴言を吐いたりしていました。 

一方で、「いいルックス」だったり、「身体的には屈強」だった

りする男性の教師には、彼は礼儀正しい振る舞いをしていまし

た。 

（本書 pp.169-170 より） 

 

これは本書の著者であり、元小学校教員の星野さんの実体

験です。あなたがもしこの児童の担任だとしたら、かれに対して

どのような対応をとるでしょうか。 

「こんな男子、苦手」「男子は乱暴だから仕方ない」と感じ、で

きるだけかかわらないようにする人、「自分には無理だ」「（屈強

な）先生に指導してもらうしかない」と思う人もいるかもしれま

せん。 

かくいう私は学校教員時代、「女性だから」「若いから」という

理由によって生徒に「なめられてはいけない」といった気持ちを

抱いていました。特に、特別支援学校高等部に異動になった時

は、大人への信頼感が低く反抗的な態度を示す生徒たちに「見

下されてはいけない」と虚勢を張っていたように思います。しか

し、自身がこれまで目にしてきた「屈強な」教師像を自己の指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に投影するたびに、生徒との関係は拗れていきました。私はな

ぜ「若い女性教師だからこそ、強くあらねばならない」と思い込

んだのか/思い込まなければならなかったのでしょうか。 

その問いを紐解く手がかりが本書にはありました。星野さん

のご経験や葛藤から紡ぎ出された言葉たちは、私が内面化し

ている学校現場の男性性やエイジズム（年齢に基づく偏見）と

向き合うきっかけを与えてくれました。そして教師は、「教室」と

いう特殊な場において、一人の「自分」が否が応でも立ち現れ

ること、「自分」の生い立ちや有する規範が子どもたちにどのよ

うな影響を与えるか、そのことに自覚的である必要性を教えて

くれました。 

星野さんが学問と出会って世界が変わったと書いているよう

に、私も学問を通して自身の生き方や教育実践をみつめてい

ます。とりわけ「性」を扱う研究者であるからこそ、自身の権力

性を問い、細胞レベルで染みついているジェンダー規範に抗い

続けたいと思います。加えて今後は、「教室」がすべての子ども

たちの人権が保障される場であるために、「場に潜む権力構造

を誰よりも繊細にアセスメントし、必要に応じて介入する責任

を担った存在（p.203）」としての教師像についても思考を深め

ていきたいです。 

本書を読み、なにか語りたい気持ちが湧き出てきたら、ぜひ

声をかけてください。ともに語り合いましょう。 
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図書館ではさまざまな講習会を予約制で開催します。 

レポート・論文を執筆する前に、図書館職員から施設・

サービス・資料の利用方法を聞いてみませんか？ 

皆様のご参加お待ちしています！ 

【実施期間】 １０月１４日（火）～１１月１４日（金） 

【申込方法】 氏名・専攻・人数・希望講座・希望日時

（曜日・時限（平日１１：３０～１７：１５まで））を明記の上、

以下のメールまたは Google フォームから前日までに

お申し込みください。調整の上、いただいたメールアド

レスに開催日時を連絡いたします。 

・メール：library@kyokyo-u.ac.jp 

・Google フォーム：二次元コードから 

申込可能 

【集合場所】 附属図書館カウンター 

※詳細は図書館 HP 等をご確認ください。 

10 月 1 日（水）より丸善雄松堂提供プラットフォーム、 

Maruzen eBook Library における電子書籍の全文試

し読み放題が始まります。 

対象資料はなんと 110,000 冊以上！ 

たくさんのご利用をお待ちしています！ 

【実施期間】 １０月１日（水）～１１月３０日（日） 

みなさんは附属図書館で購入のリクエストができること

を知っていますか？ 

"Special Request Weeks"ではいつもよりさらに＜

特別に＞ジャンルや内容、件数に制限なくリクエストを受

付ます！！今話題のあの本や、ちょっと高価なあの本ま

で、たくさんリクエストしてください！ 

対象：学部生、院生（特別専攻科を含む）、科目等履修生 

【実施期間】 10 月 30 日(木)～11 月 16 日（日） 

【申込方法】 館内の「申込用紙」または「Google フォー

ム」のいずれか 

＊予算や選書方針に基づくため、全て購入できないこと

があります。 

＊リクエスト結果は後日開催される館内展示で確認して

ください。 

冬休みに読みたい本をリクエストできる絶好のチャンス

です。みなさんお見逃しなく！ 

 

 

 

 

 



 

 

教育資料館 まなびの森ミュージアム 

          https://www.kyokyo-u.ac.jp/museum/ 

教育資料館 まなびの森ミュージアム 

「それはかなう夢講座」では、本学の教職員が、学部、大学院

のすべての専攻、研究科の学生や教職員の皆さんを対象

に、科学の魅力をわかりやすくお伝えしていきます。 

ＹｏｕＴｕｂｅで公開されています 

【 講師 】 松本歩子（家政科 講師） 

【テーマ】 小学生の放課後をのぞいてみよう！ 

学童保育での生活と遊び 

京 都 教 育 大 学  

それはかなう夢講座 

 

    

 

  
   

  

 

 

 

 

 
       

  

 
 

  

 

※児童書コーナーに 

かわいいカードが 

飾られています。 

ぜひ見に来てくだ 

さい。 

 

 

 

 

『はじめてのおつかい』 

作：筒井 頼子 
絵：林 明子 

出版社：福音館書店 
【１１月の開館日時】 

・３日(月)、１７日（月）、２４日（月・祝） 14：00～17：00 

・７日（金）、８日（土）、９日（日）10:00～16:00 ※藤陵祭により開館 

※今までの回も 

視聴できますので、 

ぜひご覧ください！ 

学部生:１２月１０日（水）～１２月２５日（木） 

院生・教職員:１１月２６日（水）～１２月１５日（月） 

【返却期限日】 ２０２６年１月１３日（火） 

『藤島昌壽名誉教授関連資料 

《ピアノ・ソナタ第２番》浄書譜』 

展示場所：附属図書館 

京都市立藤森中学校の 2 年生が、10 月 28 日（火）

から 10 月 31 日（金）の 4 日間、チャレンジ体験として

図書館業務に取り組みました。 

資料の装備や貸出・返却業務、展示作業など、さまざま

な仕事を体験していただきました。 

その活動の一環として、チャレンジ体験生が企画内容

を考え、選書し、推薦文を作成した図書展示を行って

います。 

展示期間：11 月 1 日（土）～11 月 30 日（日） 

どなたでもご自由にお借りいただけます。ぜひ手に取っ

てご覧ください。 

保育士試験に関連する絵本・紙 

芝居などを、１１月４日（月）から 

１２月６日（土）まで南館 1 階の 

児童書コーナーにて展示します。 

学習研究以外のリクエスト本を一定期間掲示し、皆さんの

投票で購入する本を決定するリクエスト企画です！ 

リクエストや投票にぜひ参加してください！ 

【投票期間】 １１月１０日（月）～１２月１３日（土） 

レポートや卒論、教育実習、就活など 

さまざまな相談を受け付けています。 

【場所】 北館２階ラーニング・コモンズ 

Web フォームもあります。  

時間が合わない、いきなり対面相談は緊張する･･･など

の場合はフォームでの相談も受け付けています。 

 

 

 

Web相談フォーム 

好評開催中！ ※本学は連携参加大学です 

８月３０日（土）～２０２６年３月１６日（月） 



 

開館日程 □9:00-20:00 ■9:00-17:00 ■10:00-17:00  

9:00-２１:00  ■休館(CLOSED) 

 

 

 

 

 

 

 

 

●京都教育大学附属図書館ホームページ 
https://www.kyokyo-u.ac.jp/library/ 

                   （二次元ｺｰﾄﾞ→）  

11/5 館内整理日 
11/7-9 藤陵祭  
11/29 学校推薦選抜入試 

  

 

 
  

 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

   

 
 
  
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

学校とくに公立小・中学校には、地域社会との強いつながりがあります。近年の学校運営協議会（コミュニティ・

スクール）や地域学校協働活動は、その例でしょう。この背景に、中央教育審議会「新しい時代の教育や地方創生

の実現に向けた学校と地域の連携・協働の在り方と今後の推進方策について」答申（2015 年）を見出せますが、

そこにはこう記されています。「学校と地域は、お互いの役割を認識しつつ、共有した目標に向かって、対等な立

場の下で共に活動する協働関係を築くことが重要であり、パートナーとして相互に連携・協働していくことを通じ

て、社会総掛かりでの教育の実現を図っていくことが必要である。」 

さて、疑問が湧かないでしょうか。学校と地域のつながりがあるとはいえ、両者はそもそもパートナー関係なの

でしょうか。本論文はこの疑問から出発して、小学校と地域社会の関係史からいえば、学校と地域が連携・協働す

べきという論調は適切な認識とはいえないことを明らかにしたものです。 

すなわち、両者は対等な立場ではなく、地域内の利便性の高い優良立地に配置された学校という場に、地域住

民が共同体を構築、確認してきた、学校と地域という主体があったのではなく、学校を拠りどころに地域社会の成

立してきたことがわかります。地域にとって学校は、住民の共同体意識を確認し高揚させる重要な場でした。とく

に、地理的に閉じた山村等では人々が団結することが生き抜く知恵であり、その経験を共有できる学校は優れた

装置だったのです。この意味で学校は、地域住民の記憶のアーカイブでもあり続けました。 

そして今日、子ども数の減少に伴って毎年 450 校ほどが廃校になっています。従来の教育的文脈を失ったか

らから学校をないものと見なすのではなく、「廃校という学校」のあり方が構想されるべき局面に至っています。つ

まり、「教育の公共性」に留まらない地域社会における「学校の公共性」が問われているのです。 

京教図書館 News No.３０２ （２０２５年１１月号） 

発行日：２０２５年１１月１日 

編集発行：京都教育大学附属図書館 

問い合わせ先：library@kyokyo-u.ac.jp 

京都教育大学紀要（大学発行の学術雑誌）に掲載された論文を、 

執筆した先生本人にご紹介いただくコーナーです。 

今回の執筆者 榊原 禎宏（教育学科 教授） 

「学校と地域の連携・協働」論の責任―廃校の利活用が問う学校の公共性― 
 

榊原 禎宏 

京都教育大学紀要 2025, No.14６, pp. ５３-６３ 

URI:http://hdl.handle.net/20.500.12176/９９3７ 

論のくちび理のむすび

※開館日程につきましては、変更となる場合が 

ございますのでホームページをご確認ください。 

※本タイトルの論文は京都教育大学紀要１４６号に掲載されています。 

※京都教育大学リポジトリ「クエリ（KUERe）の森」https://ir.kyokyo-u.ac.jp/ に掲載されています。 

12/6 学校推薦選抜入試 
12/20-12/21 蔵書点検 
12/24-1/5 冬季休業  


